
- 105 -

โพธปิกขยิะธรรม 37
โพธปิกขยิะธรรม 37 คอื ขอปฏบิตั 3ิ7 ประการที่ทาํใหเกดิ

ปญญาที่นาํไปสูการบรรลธุรรม เนื่องจากมขีอ 37 จงึเรยีกภาษาญี่ปุนวา
ซนัจฌูชิโิดโบน เราจาํแนกประเภทขอ 37 นั้นออกเปน 7 ประเภทได

สตปิฏฐาน 4 สมัมปัปธาน 4 อทิธบิาท 4 อนิทรยี5 พละ 5ไดแก
โพชฌงค7 และ มรรคมอีงค8

: ที่ตั้งของสต ไิดแกสมัมาสตใินมรรคมอีงค8สตปิฏฐาน 4
เราจะพจิารณาวา รางกายไมบรสิทุธ เิวทนาเปนทกุขจติ เปนอนจิจงั
และ สี่งที่เปนเปาหมายของการตระหนกัถงึเปนอนตัตา

กายานปุสสนา สตปิฏฐาน: การพจิารณา%

การเคลื่อนไหวของรางกาย เชน อริยิาบถ 4 เปนตน
เวทนานปุสสนาสตปิฏฐาน: การเพงพจิารณา&

เวทนาเปนทกุข
จติตานปุสสนาสตปิฏฐาน: การเพงพจิารณา'

จติใจที่เปลี่ยนแปลงอยูเปนประจาํ
ธมัมานปุสสนาสตปิฏฐาน: การเพงพจิารณา(

สิ่งมอียูทั้งปวงไมมธีาตแุท

: สมัมาวายามะ ในมรรคมอีงค8 คอื การอธบิายสมัมปัปธาน 4
ความเพยีร 4 ประการ ไดแก

สงัวรปธาน:%

การพยายามที่จะยบัยั้งไมใหความชั่วที่ยงัไมเกดิ เกดิขึ้น
ปหานปธาน: การพยายามที่จะละความชั่วที่เกดิขึ้นแลว&

ภาวนาปธาน: การพยายามที่จะใหความดทีี่ยงัไมเกดิเกดิขึ้น'

อนรุกัขนาปธาน: การพยายามที่จะรกัษา(

และเพิ่มพนูความดทีี่มอียูแลว ใหมากขึ้น
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三 十 七道品
さんじゅうしちどうぼん

覚り（ ）を実現する智慧を得るための実践道で、三 十涅槃
さと ね はん じつげん ち え え じっせんどう さんじゅう

七項目あるので、三 十 七道品と言います。その三 十 七の項目は、七
しちこうもく さんじゅうしちどうぼん い さんじゅうしち こうもく なな

i i iつの項目に分類できます。 四念処（四項目） 四 正 勤（四項目）
こう もく ぶん るい し ねんじょ よんこうもく し しょうごん よんこうもく

i i i i四神足 四項目 五根 五項目 五力 五項目 七覚支 七項目（ ） （ ） （ ） （ ）
し じんそく よんこうもく ご こん ご こうもく ご りき ご こうもく しちかく し ななこうもく

八 正 道（八項目）です。
はっしょうどう はっこうもく

。 （ ）、 （ ）、 （ ）、四念処：八正 道の 正 念と同じです 身体 身 感覚 受 認識 心
し ねんじょ はっしょうどう しょうねん おな しんたい しん かんかく じゅ にんしき しん

心 の対 象 （法）が、無 常 ・苦・無我であることを常に念じて忘れな
こころ たいしょう ほう む じょう く む が つね ねん わす

いことです。

身念処：身体は不 浄 であると常に念じること。%
しんねんじょ しんたい ふ じょう つね ねん

受念処：感覚は苦であると念じること。&
じゅねんじょ かんかく く ねん

心念処：認識は無 常 であると念じること。'
しんねんじょ にんしき む じょう ねん

法念処：認識の対 象 は無我であると念じること。(
ほうねんじょ にんしき たいしょう む が ねん

四 正 勤：八 正 道の 正 勤と同じです。精 進 努力を四項目に分けたも
し しょうごん はっしょうどう しょうごん おな しょうじんどりょく よんこうもく わ

の。

断断：すでに起こっている悪を断じるように努力する。%
だんだん お あく だん どりょく

律儀断：まだ起きていない悪が 生 じないように努力する。&
りつ ぎ だん お あく しょう どりょく

随護断：まだ起きていない善が 生 じるように努力する。'
ずい ご だん お ぜん しょう どりょく

修断：すでに起きている善を増大するように努力する。(
しゅだん お ぜん ぞうだい どりょく
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คาํวา ความด หีมายถงึสิ่งที่มปีระโยชนตอการบรรลธุรรม และ คาํวา
ความผดิ ความชั่ว หมายถงึสิ่งที่ขดัขวางตอการบรรลธุรรม( )

: คณุธรรมสาํหรบัใหเกดิทพิยอาํนาจอทิธบิาท 4
ฉนัทะ: ความปรารถนาที่จะใหเกดิสมาธดิขีึ้น①

วริยิะ: พยายามที่จะใหเกดิสมาธดิขีึ้น②

จติตะ: การปรบัปรงุจติเพื่อที่จะใหเกดิสมาธดิขีึ้น③

วมิงัสา: การพจิารณาหาทางที่จะทาํใหสมาธดิขีึ้น④

: ความสามารถที่ไปถงึการบรรลธุรรม 5 ประการอนิทรยี5
สทัธา: ความเชื่อ①

วริยิะ: ความเพยีร②

สต:ิ ความระลกึได③

สมาธ:ิ ความตั้งจติมั่น④

ปญญา: ความรอบรูชดัแจง⑤

: พลงัเพื่อการบรรลธุรรม 5 ประการพละ 5
สทัธา: ความเชื่อ①

วริยิะ: ความเพยีร②

สต:ิ ความระลกึได③

สมาธ:ิ ความตั้งจติมั่น④

ปญญา: ความรูทั่วชดั⑤
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ここでの善悪とは、覚りに向けて役立つものが善であり、覚りを得る
ぜんあく さと む やく だ ぜん さと え

ことを邪魔するものが悪です。
じゃ ま あく

四神足（四如意足 ：四つの自在力（神通力）を得る四種のもと。）
し じんそく し にょ い そく よっ じ ざいりき じんつうりき え よんしゅ

欲神足：すぐれた禅 定を得ようと願うこと。①
よくじんそく ぜんじょう え ねが

精 進 神足：すぐれた禅 定 を得ようと精 進 すること。②
しょうじんじんそく ぜんじょう え しょうじん

心神足：すぐれた禅 定を得ようと 心 を修めること③
しんじんそく ぜんじょう え こころ おさ

。④観神足：すぐれた禅 定を得ようとてだてを検討すること
かんじんそく ぜんじょう え けんとう

五根：覚りへ至るための五つの能 力 。
ご こん さと いた いつ のうりょく

信根：信仰、信念、信心。①
しんこん しんこう しん ねん しん じん

、 、 、 。②勤根：努力 勤勉 勤勉努力 成功するまで成し遂げること
ごんこん どりょく きん べん きん べん ど りょく せい こう な と

念根：思念、思い出すことできること。③
ねんこん し ねん おも だ

定 根：禅 定 、決心をたてる、決心すること。④
じょうこん ぜんじょう けっ しん けっ しん

慧根：智慧、すべてをはっきりと知ること。⑤
え こん ち え し

五力：覚りへ至るためにはたらく五つの 力。
ご りき さと いた いつ ちから

信力：信仰。①
しんりき しんこう

勤力：努力。②
ごんりき どりょく

念力：思念。③
ねんりき し ねん

定 力：禅 定 。④
じょうりき ぜんじょう

慧力：智慧。⑤
え りき ち え
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: ธรรม 7 ประการ ที่มปีระโยชนตอการบรรลธุรรมโพชฌงค7
สต:ิ การระลกึธรรมไดในใจอยางมั่นคง①

ธมัมวจิยะ: การเลอืกความจรงิหรอืความไมจรงิดวยปญญา②

วริยิะ: ความพยายามในการปฏบิตัิ③

ปต:ิ ความยนิดทีี่จะปฏบิตัคิาํสอนที่แทจรงิ④

ปสสทัธ:ิ จติและรางกายมคีวามปลอดโบรงและความสงบ⑤

สมาธ:ิ จติใจมกีารรวมอยูในจดุเดยีว และ ตั้งใจมั่น⑥

และไมมกีารปนปวน
อเุบกขา: จติใจที่ไมมตีดิสิ่งใดและมคีวามเสมอภาค⑦

ไดอธบิายแลวมรรคมอีงค8:

สกิขา 3
ดงักลาวมาแลววา เราจะครองชวีติถกูตองไดดวยการรกัษาศลี

เราจะไดสมาธดิดีวยชวีติที่ถกูตองนั้นเราจะไดปญญาดวย สมาธถิกูตอง
แลว เรากจ็ะแกชวีติใหถกูตองไดศลี จติตะ และปญญา จงึเกี่ยวของ
กนั ชวยเหลอืกนัและกนั แลวจะทาํใหเราไดรบัผลดดีวยการบรรลธุรรม
ดงันั้น ธรรม 3 ประการ คอื ศลี จติตะและปญญาซึ่งเรยีกวาสกิขา 3
จงึเปนขอสาํคญัสาํหรบัพทุธศาสนกิชน

คต 6ิ
เพราะกรรมที่เราไดกระทาํดวยตนเอง จนกวาจะบรรลธุรรม

เราจะตายและเกดิในภมูทิั้ง 6 เรยีกวา คต 6ิ ไดแกนรกคต เิปตคติ
เดยีรจัฉานคต อิสรุกายคต มินษุยคต แิละ สวรรคติในบรรดา 6
คตนิั้น เราจะไดรบัทกุขอนัเปนผลของการกระทาํความชั่ว นรกคติ
เปตคต แิละ เดยีรจัฉานคต เิรยีกวา ทคุต แิละเราจะไดรบัความสขุอนั
เปนผลของการกระทาํความดขีองเรา สวนอสรุกายคต มินษุยคต แิละ
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七覚支：覚りを得るための役立つ七つの事柄。
しちかく し さと え やく だ なな ことがら

。①念覚支：法を 心 にしっかりと思いとどめて忘れないこと
ねんかく し ほう こころ おも わす

択 法覚支：智慧によって法の真偽を選択すること。②
ちゃくほうかく し ち え ほう しん ぎ せんたく

精 進 覚支：選択した法に励み、一心に努力すること。③
しょうじんかく し せんたく ほう はげ いっしん どりょく

喜覚支：真実の教えを実行することを 喜ぶこと。④
き かく し しんじつ おし じっこう よろこ

軽 安覚支：身心が軽快で穏やかなこと。⑤
きょうあんかく し しんしん けいかい おだ

定 覚支： 心 を 集 中 させて 心 を乱させないこと。⑥
じょうかく し こころ しゅうちゅう こころ みだ

捨覚支：対 象 への心 のとらわれを捨てること。⑦
しゃかく し たいしょう こころ す

八 正 道：すでに、説明済み。
はっしょうどう せつめい ず

三学
さんがく

三学とは、戒・ 定 ・慧です。すでに述べたように、 私 たち
さんがく かい じょう え の わたし

は戒を守ることによって正しい生活を送り（戒 、正しい生活によっ）
かい まも ただ せいかつ おく かい ただ せいかつ

て正しい禅 定 を得（ 定 、正しい禅 定 によって、正しい智慧を得ま）
ただ ぜんじょう え じょう ただ ぜんじょう ただ ち え え

す（慧 。さらに、その智慧によって悪をただす、そしてまた、生活）
え ち え あく せいかつ

をただします。このように、戒と 定 と慧は互いに関連しあい、助け合
かい じょう え たが かんれん たす あ

い その結果 覚りへと 導きます そこで この三つは 仏 教 を実践、 、 。 、 、
けっ か さと みちび みっ ぶっきょう じっせん

する人の基本であり、三学と言われます。
ひと き ほん さんがく い

六道
ろくどう

私 たちは 自 ら作った業によって、覚りを開くまで、六つの
わたし みずか つく ごう さと ひら むっ

生存 状 態の中で、生死を繰り返します。この六つの生存 状 態を六道
せいぞんじょうたい なか せい し く かえ むっ せいぞんじょうたい ろくどう

または六趣と言います。その六つとは、地獄・餓鬼・畜 生 ・修羅(阿
ろくしゅ い むっ じ ごく が き ちくしょう し ゅら あ

修羅)・人・天です。それら六つのうち、地獄・餓鬼・畜 生 を、悪業
し ゅら にん てん むっ じ ごく が き ちくしょう あくごう

の報いとして苦痛を受ける生存 状 態なので、三悪道または三悪趣と
むく く つう う せいぞんじょうたい さんあくどう さんあくしゅ
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( )สวรรคต เิรยีกวา สคุต ใินเถรวาท อสรุกายคตเิปนทคุติ
เพราะวาเปนที่ที่เราจะไดรบัสขุ แตชวีติในสคุตนิั้นกย็งัมทีกุขอยูดวย

ปฏจิจสมปุบาท
เอนง หิรอื ปฏจิจสมปุบาท จะ เรยีกวา อนิเนนกไ็ดดวย

หมายความวาความมอียูทั้งปวงเกดิขึ้นมาจากเหตตุางๆ หรอืปจจยัตาง ๆ
และ เอนง เิรยีก อนิงะ ดวยคาํวา อนิ ของคาํวาอนิงะ

หมายถงึ เหต แุละ คาํวา งะ ของคาํวา อนิงะ หมายถงึ ผล
ชาวญี่ปุนใชคาํวา อนิงะ ในความหมายทางศลีธรรม หมายความวา
ถาเราทาํด เีราจะไดผลด แีละ ถาเราทาํชั่ว จะไดผลชั่ว หลกั อนิงะ
คอื กฎแหงกรรม ภาษาญี่ปุนเรยีกวา อนิงะโอโฮ นั่นเอง( )
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いいます また 修羅(阿修羅)・人・天を 善業の報いとして福楽を受。 、 、
し ゅら あ し ゅら ひと てん ぜんごう むく ふくがく う

ける生存 状 態なので 三善趣と言います 上座部仏教の教えでは 修羅、 （ 、
せいぞんじょうたい さんぜんしゅ い じょうざ ざ ぶ ぶっ きょう おし し ゅら

(阿修羅)は悪趣に入ります 。三善趣で福楽を受けると言っても、そ）
あ し ゅら あく しゅ はい さんぜんしゅ ふくらく う い

れらは永遠ではなく、やはり苦であることにはかわりありません。
えいえん く

縁起
えん ぎ

縁起とは因縁とも言い、すべてのものは種々の因(原因・直
えん ぎ いんねん い しゅじゅ いん げんいん ちょ

接 原因)や縁( 条 件・間接原因)によって 生 じるという 考 えです。
くせつげんいん えん じょうけん かんせつげんいん しょう かんが

また、縁起は、因果とも言います。因とは原因、果とは結果
えん ぎ いん が い いん げんいん か けっ か

。 、 、のことです 日本語では 特に倫理的な立場から使われることが多く
に ほ ん ご とく りん り てき たち ば つか おお

人間のなす善・悪の行為について、善い行為(善因)には善い結果とし
にんげん ぜん あく こ うい よ こ うい ぜんいん よ けっ か

ての報い(善果)が、悪い行為(悪因)には悪い結果としての報い(悪果)
むく ぜん か わる こ うい あくいん わる けっ か むく あっ か

があると説きます。この因果の法則を因果応報と言います。
と いん が ほうそく いん が おうほう い
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ปฏจิจสมปุบาท 12
ในสมยัแรกของพระพทุธศาสนา พระพทุธเจาไดแสดง

หลกัธรรมปฏจิจสมปุบาท 12 เพื่อที่จะแสดงเหตขุองทกุข
ปฏจิจสมปุบาท 12 ขอมดีงัตอไปนี้

: หมายความวา เราไมรูแจง เกี่ยวกบัความจรงิ① อวชิชา
ที่วาสิ่งมอียูทั้งปวงยอมเปลี่ยนแปลงไป อนจิจงั และ( )

( )สิ่งมอียูทั้งปวงไมมธีาตแุทจรงิของตนเอง อนตัตา
เพราะอวชิชาความไมรูนี้เราจงึเกดิมอีตัทฐิแิละกเิลสตางๆ
ขึ้น สาํหรบัคาํตรงกนัขามกบัอวชิชา ตามคาํสอนแหง
มหายาน คอื สมัมาทฏิฐ ใินมรรคมอีงค8
แตตามคาํสอนของเถรวาท คอื วชิชา หรอืวปิสสนาญาณ

: หมายถงึภาวะที่วา การกระทาํทั้งปวงเกดิขึ้น② สงัขาร
เพราะมอีวชิชาเปนปจจยั เราอาจจะจาํแนก
การกระทาํทั้งปวงออกเปน 3 ประเภท เรยีกวา สงัขาร 3
คอื กายสงัขาร สภาพที่ปรงุแตงดวยกาย วจสีงัขาร( )
สภาพที่ปรงุแตงดวยวาจา และ จติตสงัขาร สภาพที่ปรงุ( ) (
แตงดวยใจ สงัขาร 3 นี้ไมไดหมายถงึการกระทาํเทานั้น)
แตหมายถงึ พลงัของความเคยชนิ หรอื นสิยัอกีดวย

: หมายถงึ ขดีความสามารถในการมองเหน็③ วญิญาณ
ขอแตกตาง ซึ่งเกดิจากวญิญาณ 6 กลาวคอื

( )1. จกัขวุญิญาณ ความรูอารมณทางตา
( )2. โสตวญิญาณ ความรูอารมณทางหู
( )3. ฆานวญิญาณ ความรูอารมณทางจมกู

( )4. ชวิหาวญิญาณ ความรูอารมณทางลิ้น
( )5. กายวญิญาณ ความรูอารมณทางกาย
( )6. มโนวญิญาณ ความรูอารมณทางใจ
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十 二因縁
じゅう に いんねん

仏 教 の初期の時代、苦しみに悩む生きものの苦の原因を明
ぶっきょう しょ き じ だい くる なや い く げんいん あき

らかにするために、 十 二の項目からなる 十 二因縁または 十 二支縁起
じゅう に こうもく じゅう に いんねん じゅう に し えん ぎ

が説かれました。そのその 十 二とは、
と じゅう に

無 明 ：すべては無 常 であり、固定的なものはなにもない①
む みょう む じょう こ ていてき

(無我)という真実が分かっていないことです。この無 明
む が しんじつ わ む みょう

がもとで固執の念(我見)をおこし さらに種々の煩悩が 生、
こ しつ ねん が けん しゅしゅ ぼんのう しょう

じます。この無 明 の反対は、大乗仏教の教えによると八
む みょう はんたい だい じょう ぶっ きょう はっ

正 道の 正 見です。上座部の教えによると、明あるいは観
しょうどう しょうけん じょう ざ ぶ おし みょう かん

となります。

行 ：無 明 を間接的な原因として、 誤 った行為が 生 じた②
ぎょう む みょう かんせつてき げんいん あやま こ うい しょう

状 態です。このすべての行為を三つに分類して、身業(身
じょうたい こ うい みっ ぶんるい しんごう しん

体的行為)・口業(言語 表 現)・意業( 心 のはたらき)の三
たいてき こ うい く ごう げん ご ひょうげん い ごう こころ さん

業と言います。ここで 生 じた三業は、その行為だけでな
ごう い しょう さんごう こ うい

く、その行為の習 慣 力 も含みます。
こ うい しゅうかんりょく ふく

識：眼識・耳識・鼻識・舌識・身識・意識の六識によって③
しき げんしき に しき び しき ぜつしき しんしき い しき ろくしき

引き起こされる識別作用。六識とは、
ひ お しきべつ さ よう ろくしき

1.眼識（眼によって対 象 を知覚するはたらき（視覚）。
げんしき め たいしょう ち かく し かく

2.耳識（耳によって対 象 を知覚するはたらき（聴覚 ）。
に しき みみ たいしょう ち かく ちょうかく

3.鼻識（鼻によって対 象 を知覚するはたらき（臭覚 ）。
び しき はな たいしょう ち かく しゅうかく

4.舌識（舌よって対 象 を知覚するはたらき（味覚）。
ぜっしき した たいしょう ち かく み かく

5.身識（身体によって対 象 を知覚するはたらき（ 触 覚）。
しんしき しんたい たいしょう ち かく しょっかく

）。6.意識（意によってすべての出来事や物を認識するはたらき
い しき い で き ごと もの にんしき
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: หมายถงึ สิ่งที่เปนอารมณของวญิญาณ 6 หรอื④ นามรปู
( ) ( )อายตนะภายนอก 6 กลาวคอื รปู สิ่งที่เหน็ สทัทะ เสยีง

คนัธะ กลิ่น รสะ รส โผฏฐพัพะ สิ่งที่ถกูตองกาย และ( ) ( ) ( )
( )ธรรม สิ่งที่ใจนกึคดิ

: หมายถงึอวยัวะ 6 สวนที่อายตนะภายนอก⑤ สฬายตนะ
6 เขามากระทบกลาวคอื ตา ห จูมกู ลิ้น กาย และใจ

: หมายถงึภาวะแหง การเรยีนรูที่เกดิจาก⑥ ผสัสะ
องคประกอบ 3 อยาง คอื อายตนะภายใน 6
อายตนะภายนอก 6 และ วญิญาณ 6 รวมกนั

: หมายถงึความรูสกึ เกี่ยวกบัความทกุขและ⑦ เวทนา
ความสขุเปนตน เนื่องจากความรูสกึไดรบัอทิธพิล
จากอวชิชาและสงัขารในอดตีกาล คนที่รูสิ่งเดยีวกนั
จงึมคีวามรูสกึไมเหมอืนกนั

: หมายถงึความอยากอยางรนุแรง เมื่อเรารูสกึ⑧ ตณัหา
มคีวามสขุจากสขุเวทนา เรากอ็ยากไดสิ่งที่ใหความสขุ
และเมื่อเรารูสกึมคีวามทกุขจากทกุขเวทนา เรากจ็ะหลบหนี
จากสิ่งที่ใหความทกุขความอยาก อยางรนุแรงเชนนี้เรยีกวา
ตณัหา

: หมายถงึการแสดงออกดวยการเลอืก⑨ อปุาทาน
หลงัจากเกดิตณัหาแลว ดวยคาํพดู หรอื ดวยการกระทาํ
เชนถามสีิ่งที่เราชอบ เรากจ็ะเอาสิ่งนั้น
ถามสีิ่งที่เราไมชอบเรากจ็ะทิ้ง หรอื กาํจดัหรอืสิ่งนั้น
การเอาหรอืไมเอานั้น เรยีกวา อปุาทาน

: หมายถงึสิ่งมอียูทั้งปวงที่เกดิจากตณัหา และ อปุาทาน⑩ ภพ
: หมายถงึการเกดิ⑪ ชาติ
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名 色 (名 称 と形態)：六識に入ってくるもの（六 境 ・六④
みょうしき めいしょう けいたい ろくしき はい ろくきょう ろく

）。 、 、 （ ）、 （ ）、外処 すなわち 順 番に 色や 形 色処 声や音 声 処
げ しょ じゅんばん いろ かたち しきしょ こえ おと しょうしょ

香 や臭い匂い（香処 、辛い・酸っぱい・苦い・甘いなど）
かおり くさ にお こうしょ から す にが あま

の味（味処 、身体で触れて知覚されるもの（触処 、 考） ）
あじ み しょ しんたい ふ ち かく そくしょ かんが

えられるもの（法処 。）
ほうしょ

六処：六 境 が入ってくる場所（六根・六内処）で、すな⑤
ろくしょ ろくきょう はい ば しょ ろっこん ろくないしょ

わち、 順 番に、視覚能 力 （眼処 、聴 覚 能 力 （耳処 、） ）
じゅんばん し かくのうりょく げんしょ ちょうかくのうりょく に しょ

（ ）、 （ ）、 （ ）、臭 覚 能 力 鼻処 味覚能 力 舌処 触 覚能 力 身処
しゅうかくのうりょく び しょ み かくのうりょく ぜつしょ しょっかくのうりょく しんしょ

知覚能力 （意処）の六つの能 力 。
ち かくのうりょく い しょ むっ のうりょく

触 (接 触 )：六根、六 境 、六識からの感覚や知覚による⑥
そく せっしょく ろっこん ろっきょう ろくしき かんかく ち かく

認識 条 件が成立することを意味します。
にんしきじょうけん せいりつ い み

受 (感受作用)：苦楽等の感受作用です。同じ物事を認識⑦
じゅ かんじゅ さ よう く らくとう かんじゅ さ よう おな ものごと にんしき

しても 人によって感じ方が違います これは 過去の無 明、 。 、
ひと かん かた ちが か こ む みょう

や 行 によって影響 されているからです。
ぎょう えいきょう

愛 (渇愛)：激しく求めることです。認識によって苦楽等⑧
あい かつあい はげ もと にんしき く らくとう

の感受が 生 じると、苦の感覚を与えるものに対しては、
かんじゅ しょう く かんかく あた たい

これを憎みさけようとする強い欲 求 が 生 じます 一方 楽。 、
にく つよ よっきゅう しょう いっぽう らく

の感覚を与えるものに対しては、これを愛し求めようとす
かんかく あた たい あい もと

る強い欲 求 が 生 じます。これらの、苦楽に対しての愛憎
つよ よっきゅう しょう く らく たい あいぞう

の思いを愛と言ます。
おも あい いい

取 ( 執 着 )：愛が 生 じた後に 生 じる取捨の実際の行動⑨
しゅ しゅうちゃく あい しょう あと しょう しゅしゃ じっさい こうどう

です。言葉や行動による取捨選択の行為のことです。愛す
こ とば こうどう しゅしゃせんたく こ うい あい

るものを奪い取り、憎むものは払い捨てて、殺 傷 するよ
うば と にく はら す さっしょう

うな実際の行動を指します。
じっさい こうどう さ

有 (生存)：欲望に基づく原因から生まれたあらゆる存在⑩
う せいぞん よくぼう もと げんいん う そんざい

を意味します。
い み

生 ：生まれること。⑪
しょう う
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: ชรา หมายถงึ ความเสื่อมของสภาพ⑫ ชรา มรณะ
รางกาย คอื การแกลง และ มรณะ หมายถงึ ความตาย

กลาวกนัวา เมื่อเราพจิารณา ปฏจิจสมปุบาท 12 อยางถี่ถวนแลว
เรากจ็ะรูวา เหตขุองความทกุขคอื ความปราศจากความรูในความจรงิ
ของปฏจิจสมปุบาท ดงันั้น ถาเรารูแลว เรากจ็ะไมมกีเิลส และ
จะพนจากวฏัสงสารได
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老死：老い死にゆくこと。⑫
ろう し お し

十 二因縁を観察することによって、苦悩の原因は、因果の道理に無知
じゅう に いんねん かんさつ く のう げんいん いん が どう り む ち

であると覚ります。そのとき苦悩は消 滅 し、根元の無 明 も消滅 して
さと く のう しょうめつ こんげん む みょう しょうめつ

いるから輪廻もなくなると言われます。
りん ね い



この本の売り上げから得られる利益は、
アチャーン・セン基金に全額寄付されます。

アチャーン・セン基金とは・・・。

アチャーン・セン基金はマハーマクト仏教大学ランナー校内に設け

られています。タイにはマハーマクト仏教大学とマハーチュラロンコ

ーン仏教大学があります。両大学とも僧侶の教育のために王室によっ

て設立されました。現在は、タイ各地に、それぞれキャンパスを展開

しています（両大学とも、本校はバンコク 。）

タイにおいて、子供を学校に通わせる余裕のない貧しい家庭では、

子供に教育を与えたい場合、沙弥（見習い僧）として出家させ、僧伽

立の学校に通わせます。沙弥として出家すれば、衣食住が寺によって

保証され、親の負担が軽くなります。

そのような家庭の沙弥たちの中には、大学での高等教育を受けるこ

とを希望する者もいます。しかし、経済的理由から一般大学への進学

はあきらめざるを得ません。そこで、両仏教大学では、入学試験に合

格した学生に、安い授業料で教育を施し、その授業料さえも払えない

比丘・沙弥の学生に対しては授業料を貸し出しています。そのため、

彼らは、卒業に当たって、へんぴんな村の学校で英語を教えたり、社

会に対する、一年間の無料奉仕が義務づけられています。

このような状況のなかで、より一層の教育の充実と向上を図るため

に、アチャーン・セン基金は設立されました。


